
　（　　）　58巻１号　（2023. ８）1

ウィーン体制における集団安全保障の成立と崩壊

は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
二
月
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
全
欧
州
的
な
国
際
安
全
保
障
の
崩
壊
で
あ
る
と
同
時
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
世
界
政
治
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
東
西
対
立
の
再
燃
を
否
応
な
く
衆
目
に
さ
ら
す
こ
と
と
な
っ

た
。
も
と
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
で
権
威
主
義
政
権
が
誕
生
し
、
近
著
『
模
倣
の
罠
』

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
生
じ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
で
は
こ
う
し
た
東
西
対
立
の
発
生
は
二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
る
共
産
主
義
の
発
生
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
ー
（H

einz G
ollw

itzer

）
が
一
九
六
〇
年
代
に
示
し
た
一
九
世
紀
の

東
西
対
立
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
頃
か
ら
自
由
主
義
勢
力
の
陣
営
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化
が
始
ま
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
一
八
一
五
年
の
神
聖
同
盟
と
い
う
対
抗
的
な
陣
営
化
を
経
て
、
自
由
主
義
と
保
守
主
義
と
の
東

西
対
立
が
国
際
政
治
の
決
定
要
因
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
東
西
対
立
は
自
由

主
義
発
生
以
来
の
約
二
百
年
に
わ
た
る
国
際
政
治
の
基
本
構
造
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
約
二
百
年
の
内
で
東
西
対
立
が
解
消
し
た

の
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
一
七
年
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
と
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
南
オ
セ
チ
ア
・
ア

ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
に
対
す
る
侵
攻
ま
で
の
短
い
期
間
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
東
西
対
立
解
消
期
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
の
が
、

圧
倒
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）
の
進
展
と
国
際
政
治
構
造
の
劣
化
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
国
際
政
治
の

特
質
は
、
こ
う
し
た
東
西
対
立
を
二
〇
世
紀
前
半
の
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
や
二
〇
世
紀
後
半
の
東
西
冷
戦
時
代
の
よ
う
な
核
兵

器
に
よ
る
恐
怖
の
支
配
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
い
っ
た
外
交
の
力
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
約
二
百
年
間
の
歴
史
を
そ
の
中
心
点
と
し
て
経
験
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
独
自
の
国
際
政
治
観
と
平
和
文
化
が

根
付
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ン
リ
四
世
の
宰
相
で
あ
っ
た
シ
ュ
リ
（M

axim
ilien de B

éthune, duc de Sully

）
に
よ
る
「
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
は
集
団
安
全
保
障
と
欧
州
統
合
の
起
源
の
一
つ
と
目
さ
れ
、
集
団
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
を

経
て
、
国
際
連
盟
・
国
際
連
合
と
続
い
て
い
る
も
の
の
、
た
し
か
に
欧
州
統
合
に
関
し
て
は
、
安
全
保
障
か
ら
の
統
合
で
は
な
く
、

経
済
か
ら
の
統
合
と
い
う
路
線
変
更
を
経
て
現
在
の
Ｅ
Ｕ
に
至
っ
た
こ
と
で
、
取
り
残
さ
れ
た
全
欧
州
安
全
保
障
体
制
の
形
成
過
程

の
欠
落
が
現
在
の
東
西
対
立
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
東
西
対
立
を
乗
り
越
え

て
き
た
経
験
は
、
東
西
対
立
の
バ
ラ
ン
サ
ー
や
調
停
者
と
い
っ
た
外
交
文
化
・
平
和
文
化
を
形
成
し
、
近
年
で
は
二
〇
一
四
年
独
仏

主
導
の
ミ
ン
ス
ク
Ⅱ
合
意
の
形
成
や
二
〇
二
一
年
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
米
中
対
立
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
・
独
仏
共
同
で
の
調
停
外
交
と
し

て
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
独
仏
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
に
お
け
る
多
国
間
主
義
は
Ｅ
Ｕ
の
対
外
政
策
に
お
い

て
も
同
様
の
展
開
を
見
せ
、
歴
史
的
知
見
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
東
西
対
立
・
調
停
外
交
・
多
国
間
主
義
と
い
っ
た
Ｅ
Ｕ
・
独

2
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仏
対
外
政
策
の
基
層
的
条
件
へ
の
見
識
を
深
め
、
そ
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
研
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
停
外
交
・
多
国
間
主
義
の
起
点
と
目
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
展
開

を
見
せ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
動
向
に
つ
い
て
簡
潔
に
概
括
す
る
と
、
全
般
的
研
究
と
し
て
は
、
九
〇
年
代
の
ポ
ー
ル
・

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（Paul W

. Schroeder

）
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
視
点
に
よ
る
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
概
括

で
は
な
く
、
よ
り
広
い
視
座
に
よ
る
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
全
般
の
検
討
と
い
う
意
味
で
は
、
日
本
の
研
究
認
識
は
進
展
し
て
こ
な
か
っ

た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
シ
ュ
ル
ツ
（M

atthias Schulz

）
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
以
降
、
集
団
安
全
保

障
・
安
全
保
障
文
化
（
平
和
文
化
）
と
い
う
観
点
に
関
心
が
移
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
研
究
の
特
徴
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
一
般
通
念
と
は
正
反
対
に
、
イ
ギ
リ
ス

外
交
の
問
題
性
を
重
視
す
る
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
一
五
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
か
ら
一
九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
勃

発
ま
で
の
約
百
年
間
を
通
じ
、
国
際
秩
序
が
劣
化
し
て
い
く
起
点
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
問
題
性
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
見

方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
性
の
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
代
表
的
研
究
が
あ
り
、
ク
リ
ミ
ア

戦
争
前
後
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
の
破
壊
」
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
問
題
性

は
の
ち
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
際
関
係
史
・
社
会
史
を
代
表
す
る
歴
史
家
で
あ
る
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
デ
ー
リ
ン
グ
＝
マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル

（A
nselm

 D
oering-M

anteuffel

）
の
教
授
資
格
申
請
論
文
『
ウ
ィ
ー
ン
会
議
か
ら
パ
リ
会
議
へ
│
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
問
題
と
大

国
シ
ス
テ
ム
一
八
一
五
〜
一
八
五
六
年
』
の
中
で
よ
り
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
研
究
が
一
八
四
八
年
革
命
か
ら
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
講
和
会
議
で
あ
る
パ
リ
会
議
（
一
八
五
六
年
）
ま
で
の
時
期

に
重
心
を
置
い
て
い
た
こ
と
と
、
二
〇
一
四
年
に
ウ
ィ
ー
ン
会
議
二
百
周
年
を
迎
え
た
こ
と
が
相
ま
っ
て
、
近
年
で
は
ウ
ィ
ー
ン
会

議
前
後
の
時
期
（
一
八
一
〇
年
〜
一
八
二
二
年
）
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
相
次
い
で
い
る
。
例
え
ば
、
英
語
圏
の
研
究
を
中
心
に

4

5

6

7



58巻１号　（2023. ８）　（　　）4

論　　説

こ
の
時
期
を
概
観
し
た
研
究
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
の
四
国
同
盟
の
常
設
国
際
機
関
で
あ
る
「
同
盟
評
議
会
」
に
関
す
る
研
究
、
メ
ッ

テ
ル
ニ
ヒ
研
究
に
関
す
る
最
新
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
一
八
二
二
年
に
カ
ー
ス
ル
レ
ー
か
ら
カ
ニ
ン
グ
に
外
相
が
交
代
す
る
時
期
の
カ
ニ
ン
グ

外
交
の
問
題
性
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
よ
り
始
原
的
部
分
か
ら
解
明
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
の
先
行

研
究
の
成
果
を
よ
り
説
得
的
に
説
明
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
集
団
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究

に
過
剰
に
影
響
を
受
け
て
い
る
日
本
の
国
際
政
治
・
安
全
保
障
研
究
に
お
い
て
は
、
集
団
安
全
保
障
の
概
念
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
大
統
領
を
代
表
と
す
る
勢
力
均
衡
へ
の
批
判
を
起
源
と
し
て
持
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
ま
さ
し
く
そ
れ
こ
そ
が
現
行
の
国
際
政

治
に
関
す
る
問
題
の
根
幹
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
冷
戦
と
い
う
あ
る
種
の
戦
争
的
な
国
際
秩
序
構
造
が
終
結
し
た
後
、

と
り
わ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
安
全
保
障
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
超
え
た
集

団
安
全
保
障
型
の
国
際
秩
序
形
成
が
後
退
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
集
団
防
衛
・
同
盟
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
党
派
政
治
型
の
国
際

秩
序
形
成
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
遠
因
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
問
題
性
、
す
な
わ
ち
冷
戦
終
結
後

の
永
続
的
平
和
秩
序
形
成
の
失
敗
と
い
う
事
例
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
中
心
に
集
団
安
全

保
障
型
の
秩
序
形
成
に
確
固
と
し
た
成
功
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
認
識
の
問
題
が
あ
る
。
こ
う

し
た
歴
史
認
識
が
形
成
さ
れ
る
主
要
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
的
国
際
関
係
論
（
Ｉ
Ｒ
）
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
流
の
勢
力
均
衡
批
判
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
批
判
に
よ
っ
て
、
集
団
安
全
保
障
の
概
念
が
「
侵
略
国
に
対
す
る
軍
事
制
裁
を
主
体
と

し
た
集
団
的
懲
罰
」
と
い
う
定
式
化
の
下
に
一
面
的
・
皮
相
的
に
捉
え
ら
れ
た
結
果
、
そ
の
運
用
が
硬
直
化
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
批

判
す
る
「
新
制
度
主
義
学
派
」
も
国
際
秩
序
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
無
視
し
て
議
論
を
展
開
す
る
と
い
う
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

8

9
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き
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｒ
の
い
ず
れ
の
流
派
も
国
際
政
治
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
正
し
く
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
新
制
度
主
義
学
派
」
が
提
示
す
る
安
全
保
障
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
解
決
策
も
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
・
軍
備
管
理
交
渉
・

信
頼
醸
成
措
置
・
レ
ジ
ー
ム
の
強
化
な
ど
対
処
療
法
的
な
範
囲
を
超
え
ず
、
そ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
国
際
秩

序
が
形
成
さ
れ
、
出
現
す
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
集
団
安
全
保
障
の
概
念
は
シ
ュ
リ
の
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
や

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
集
団
安
全
保
障
構
想
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ハ
プ
ル
ブ
ル
ク
帝
国
が
実
現
を
目
指
し
て
い
た
普
遍

的
君
主
制
、
す
な
わ
ち
、
中
世
か
ら
の
残
滓
を
引
き
ず
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
覇
権
を
企
図
す
る
国
際
秩
序
構
想
に
対
し
、
よ
り
世

俗
的
で
多
極
志
向
の
国
際
秩
序
を
構
想
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
集
団
安
全
保
障
構
想
は
戦
乱
の
相
次
ぐ
一
七

世
紀
の
国
際
政
治
過
程
の
中
で
、
よ
り
現
実
的
な
パ
ワ
ー
配
分
を
実
現
す
る
た
め
の
多
極
的
勢
力
均
衡
の
形
成
と
い
う
動
き
の
背
後

に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
一
八
世
紀
に
は
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
（A

bbé de Saint-Pierre

）
や
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques 

R
ousseau

）
の
構
想
な
ど
に
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
ら
の
構
想
が
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
国
際
政
治
の
大
変
動
を
経
て

一
気
に
現
実
化
し
た
の
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
直
後
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
成
立
と
い
う
事
象
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
お
け
る
秩
序
形
成
を
従
来
の
研
究
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
流
の
勢
力
均
衡
に
よ
る
秩
序
形
成

で
は
な
く
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
主
導
の
秩
序
形
成
と
し
て
再
構
成
し
、
大
陸
主
導
の
国
際
秩
序
形
成
を
導
き
出
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
い
て
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
、
多
極
均
衡
か
ら
国
際
協
調
へ
と
進
ん
で
き
た
「
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）

の
成
熟
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
重
層
的
な
国
際
秩
序
構
造
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障

成
立
の
前
提
と
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
こ
の
国
際
秩
序
構
造
の
重
層
性
を
国
際
政
治
史
の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
素
描
的
な
が
ら
、
一
七
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
の
国
際
政
治
史
の
通
観
が
可
能
と
な
り
、
な
ぜ
二
〇
世
紀
以
降
の
集
団
安
全
保
障 11

12
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が
画
餅
に
帰
す
結
果
と
な
っ
た
の
か
の
解
明
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｒ
に
お
い
て
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
集
団
安
全
保
障
概

念
の
硬
直
性
が
一
知
半
解
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
批
判
に
端
を
発
し
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
「
新
制
度
主
義
学
派
」
も
国
際
秩
序
形
成
に

関
す
る
歴
史
的
知
見
に
根
差
し
た
方
法
論
を
提
示
し
得
な
い
の
に
対
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
歴
史
学
的
検
討
の
上
に
「
国
際
社
会

（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
を
定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
際
秩
序
を
形
成
す
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
方
法
論

を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
の
任
務
は
、
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
成
熟
の
最
盛
期
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
成
立
と

崩
壊
の
過
程
を
丁
寧
に
追
い
つ
つ
、
以
上
の
よ
う
な
構
図
を
可
能
な
限
り
明
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
本
稿
が
成
す
学
術

的
な
貢
献
の
主
要
部
分
と
な
ろ
う
。

一　
「
解
放
戦
争
」
に
お
け
る
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
導
性
（
一
八
一
三
年
三
月
〜
一
八
一
四
年
一
月
）

（
１
）　

一
八
一
二
年
の
ロ
シ
ア
遠
征
か
ら
一
八
一
三
年
の
「
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
」
へ

　

日
本
に
お
い
て
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
終
結
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
数
次
に
わ
た
る
対
仏
大
同
盟
形
成
の
成
果
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
百
年
の
平
和
を
確
定
し
た
ウ
ィ
ー
ン
会
議
も
イ
ギ
リ
ス
と
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
共
同
作
業
と
す
る
の
が
一
般
的
な
解
釈
で

あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
、
と
り
わ
け
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
観
」
と
も
言
う
べ
き
神
話
の

多
く
が
覆
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
終
結
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
従
来
の
説
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
遠
征
（
一
八
一
二
年
）
の
失
敗
に
よ

り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
覇
権
を
喪
失
し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
ロ
シ
ア
遠
征
後
も
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
力
は
圧
倒
的
で
、

ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
は
個
別
に
戦
っ
て
は
勝
利
が
難
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。

14
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と
り
わ
け
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
と
っ
て
は
、
そ
の
前
段
と
な
る
一
八
〇
九
年
の
戦
役
は
、
そ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
戦
役
で
疲
弊
し
た

フ
ラ
ン
ス
に
対
し
、
豊
富
な
資
源
と
動
員
力
を
背
景
に
お
お
む
ね
戦
局
を
有
利
に
進
め
な
が
ら
、
外
交
と
軍
事
と
の
調
整
不
足
を
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
付
け
込
ま
れ
、
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
条
約
に
お
い
て
敗
戦
同
様
の
講
和
を
強
要
さ
れ
た
苦
い
経
験
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
マ
リ
ー
＝
ル
イ
ー
ゼ
の
婚
姻
に
よ
っ
て
表
面
的
に
フ
ラ
ン
ス
と
和
解
す
る
も
の
の
、

ロ
シ
ア
遠
征
が
終
了
す
る
ま
で
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
条
約
に
お
け
る
賠
償
金
や
領
土
の
割
譲
で
大
き
く
傷
ん
だ
財
政
の
再
建
と
国
力
の

回
復
に
注
力
し
つ
つ
、
武
装
中
立
に
徹
し
て
無
傷
で
こ
の
戦
役
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
政
治
の
主
導
権
を
握
る
と
い
う

「
積
極
的
中
立
」
を
展
開
し
、
自
国
の
失
地
回
復
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
和
秩
序
の
回
復
に
よ
る
戦
乱
の
終
息
を
期
し
て
い
た
。

（
２
）　

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
導
権

　

ロ
シ
ア
遠
征
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
を
事
前
に
予
測
し
、
入
念
な
準
備
を
し
つ
つ
そ
の
結
末
を
見
て
取
っ
た
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

は
、
一
八
一
三
年
三
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
交
・
軍
事
両
面
に
わ
た
る
主
導
権
を
確
立
し
、
武
装
中
立
を
脱
し
て
、
武
装

調
停
へ
の
道
を
進
ん
で
い
く
。
こ
こ
に
お
け
る
武
装
調
停
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
覇
権
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
国
益
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
共
通
利
益
の
枠
内
に
収
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
の
調
停
交
渉
で
あ
り
、
交
渉
決
裂
の
際
に
は
武
力

行
使
を
辞
さ
ず
に
政
治
的
均
衡
を
回
復
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
す
べ
て
の
資
源
を
こ
の
時
期

に
投
入
す
る
た
め
に
、
財
政
拠
出
を
渋
る
シ
ュ
タ
デ
ィ
オ
ン
蔵
相
（Johann Philipp Stadion

）
を
説
得
し
、
巨
額
の
財
政
拠
出
を

認
め
さ
せ
、
大
動
員
を
可
能
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
明
確
な
戦
後
構
想
に
基
づ
き
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
」
の
下
に
各
国
の
国
益
を
従
属
さ
せ
る

外
交
慣
行
を
定
着
さ
せ
る
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
を
展
開
し
、
国
際
政
治
の
主
導
権
を
確
立
し
て
い
く
。
と
い
う
の
も
、
従
来
の
よ
う

15
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な
個
別
の
国
益
を
最
重
要
視
す
る
外
交
慣
行
で
は
、
三
大
国
の
緊
密
な
共
同
作
戦
は
難
し
く
、
一
八
一
三
年
の
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
イ
セ

ン
は
幾
度
と
な
く
フ
ラ
ン
ス
軍
に
各
個
撃
破
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
一
八
一
三
年
五
月
の
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
と
バ
ウ
ツ
ェ
ン
で
の
各

作
戦
が
軒
並
み
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が
主
導
す
る
新
た
な
外
交
慣
行
の
妥
当
性
が
露
墺
普
の
間
で
認
識
さ

れ
、
共
有
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
。
一
八
一
三
年
の
各
戦
役
に
お
い
て
は
、
露
墺
普
の
最
高
司
令
部
が
戦
場
の
す
ぐ
近
く
に
設
置

さ
れ
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
三
大
国
の
皇
帝
・
国
王
・
政
治
家
・
外
交
官
・
将
官
に
対
し
て
、
対
面
の
会
談
に
よ
っ
て
網
羅
的
に
「
教

導
プ
ロ
セ
ス
」
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
ロ
シ
ア
や
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
脳
部
に
対
し
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
共
通
利
益
」
の
た
め
に
国
益
を
譲
歩
す
る
こ
と
の
意
義
を
「
内
面
化
」
さ
せ
、「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
を
進
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
八
一
三
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
参
戦
の
打
診
と
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
を
展
開
し
て
国
際
政

治
指
導
の
主
導
権
を
握
っ
た
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
一
八
一
三
年
六
月
二
七
日
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
直
接
会
談
で
フ
ラ
ン
ス
の
国
益

（
帝
位
）
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
」
の
下
に
置
く
意
思
が
あ
る
か
を
確
認
し
、
こ
れ
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
拒
否
し
た
こ
と
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
側
で
の
参
戦
が
確
定
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
終
焉
を
フ
ラ
ン
ス
軍
首
脳
部
に
印
象
付
け
つ
つ

最
後
通
牒
を
送
っ
た
。
さ
ら
に
七
月
、
八
月
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
兵
力
集
結
の
た
め
の
時
間
稼
ぎ
を
し
つ
つ
、
九
月
九
日
に
露
墺

普
の
同
盟
条
約
（
テ
プ
リ
ッ
ツ
条
約
│
一
〇
月
三
日
に
英
を
条
約
に
追
加
）
を
結
び
、
同
盟
国
の
個
別
利
害
の
制
限
と
基
本
的
な
戦

後
構
想
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
一
〇
月
に
は
三
大
国
の
緊
密
な
共
同
作
戦
を
展
開
し
、
一
〇
月
一
六
日
〜
一
九
日

の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
戦
い
で
大
勝
利
を
得
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
実
質
的
に
終
結
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
経
緯
の
中
で
、
各
国
の
共
同
作
戦
と
戦
後
構
想
、
そ
し
て
新
た
な
外
交
慣
行
が
形
成
さ
れ
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
主
導
で
の
講

和
会
議
開
催
の
流
れ
が
出
来
上
が
る
。
そ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
の
同
盟
評
議
会
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
著
し
た
デ
＝

グ
ラ
ー
フ
（B

eatrice de G
raaf

）
に
よ
れ
ば
、「
勢
力
均
衡
原
理
に
基
づ
く
集
団
安
全
保
障
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
発
見
」

18
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と
も
表
現
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
蚊
帳
の
外
の
イ
ギ
リ
ス
（
一
八
一
三
年
三
月
〜
一
八
一
四
年
一
月
）

（
１
）　

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
秩
序
構
想

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
秩
序
構
想
に
関
し
て
は
、
英
露
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
を
取
り
決
め
る
こ
と
を
核
と

す
る
小
ピ
ッ
ト
の
構
想
（
一
八
〇
四
／
〇
五
年
）
が
存
在
し
て
い
た
が
、
戦
争
の
終
結
に
際
し
て
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
導
性
が
き
わ

め
て
明
確
に
立
ち
現
れ
、
戦
後
秩
序
に
関
す
る
基
本
構
想
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
構
想
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
の
下
に
各
国
の
国
益
を
従
属
さ
せ
る
と
い
う
基
本
原
則
が
置
か

れ
、
対
立
す
る
露
仏
の
中
間
勢
力
と
し
て
墺
普
を
置
く
と
い
う
大
陸
の
四
大
国
を
基
軸
と
す
る
新
秩
序
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

中
欧
の
安
定
を
国
際
安
全
保
障
の
核
心
と
捉
え
つ
つ
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
よ
う
な
旧
秩
序
へ
の
復
帰
は
困
難
と
考
え
、
中
小
国
の

主
権
に
可
能
な
限
り
配
慮
し
、
連
邦
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
形
成
を
中
核
と
す
る
中
欧
秩
序
を
構
想
し
た
。
さ
ら
に
大
陸
に
対
す
る
主
権

独
立
を
強
固
に
主
張
す
る
伝
統
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
を
こ
の
緊
密
な
大
陸
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
は
難
し
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
国

益
の
問
題
、
と
り
わ
け
海
上
権
の
問
題
を
周
辺
問
題
と
捉
え
、
海
洋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
平
和
に
関
し
て
は
、
露
英
・
英
仏
な
ど
二

国
間
枠
組
み
で
の
解
決
を
構
想
し
て
い
た
。

（
２
）　

蚊
帳
の
外
の
イ
ギ
リ
ス
と
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
カ
ー
ス
ル
レ
ー
の
初
会
談

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
は
一
八
一
三
年
三
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
間
に
真
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
、
そ
の
中
で
国
際
政
治
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に
お
け
る
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
導
権
が
確
立
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
間
の
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
決
定
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
ほ
と
ん

ど
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
期
間
内
に
カ
ー
ス
ル
レ
ー
英
外
相
以
下
の
ほ
と
ん
ど

の
イ
ギ
リ
ス
の
閣
僚
が
渡
欧
せ
ず
、
テ
プ
リ
ッ
ツ
条
約
（
一
〇
月
三
日
の
予
備
条
約
）
に
際
し
て
も
、
大
使
と
し
て
ア
バ
デ
ィ
ー
ン

伯
（G

eoge H
am

ilton-G
ordon, 4

th E
arl of A

berdeen

）
を
派
遣
す
る
も
の
の
、
大
陸
同
盟
国
の
綿
密
な
協
議
に
は
参
加
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
陸
の
プ
ロ
セ
ス
に
比
し
て
周
辺
的
な
動
き
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す

る
数
次
の
大
同
盟
に
よ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
追
い
詰
め
て
い
る
と
い
う
希
望
的
観
測
が
広
が
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に

対
し
て
は
各
国
の
共
同
作
戦
と
戦
後
構
想
、
そ
し
て
新
た
な
外
交
慣
行
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
主
導
の
「
教
導
プ

ロ
セ
ス
」
と
そ
の
「
内
面
化
」
が
欠
如
し
て
い
た
。

　

カ
ー
ス
ル
レ
ー
英
外
相
は
一
八
一
三
年
一
二
月
末
に
よ
う
や
く
イ
ギ
リ
ス
を
出
発
し
、
一
八
一
四
年
一
月
に
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
の

初
会
談
を
行
っ
た
。
カ
ー
ス
ル
レ
ー
は
こ
の
時
に
初
め
て
一
八
一
三
年
の
決
定
的
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
、
各
国
の
共
同
作
戦
と
戦
後

構
想
、
そ
し
て
新
た
な
外
交
慣
行
へ
の
参
入
を
始
め
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
積
み
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
っ
た
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
治
家
で
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
か
ら
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
を
受
け
た
の
は
、
カ
ー
ス
ル
レ
ー
と
後
の
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
な
ど
、
ご
く
少
数
の
政
治
家
の
み
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
の
埒
外
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
大
半
の
政

治
家
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
世
論
と
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
顕
著
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
へ
（
一
八
一
四
年
一
月
〜
一
八
一
四
年
一
〇
月
）

（
１
）　

シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
の
内
実

　

カ
ー
ス
ル
レ
ー
は
一
八
一
四
年
一
月
の
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
の
初
会
談
後
、
新
た
な
秩
序
作
り
に
向
け
た
共
同
作
業
を
進
め
て
い
く

が
、
こ
れ
は
言
う
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
人
だ
け
の
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
内
面
化
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、

シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
の
締
結
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
も
の
の
、
パ
リ
へ
の
進
軍
と
い
う
大
問
題
の
た
め
、
シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
の

た
め
の
協
議
に
対
し
、
墺
露
普
は
代
理
の
将
軍
を
派
遣
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
カ
ー
ス
ル
レ
ー
以
外
に
務
ま
る
者
が
な
く
、
カ
ー
ス

ル
レ
ー
外
相
本
人
が
協
議
に
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
カ
ー
ス
ル
レ
ー
の
主
導
性
は
形
式
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）　

シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
（
一
八
一
四
年
三
月
一
日
）

　

約
一
か
月
の
共
同
作
業
を
経
て
、
一
八
一
四
年
三
月
一
日
に
シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は
の
ち
の
四
国
同
盟
条
約

の
前
段
と
な
る
条
約
で
、
諸
大
国
を
条
約
で
拘
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
和
平
時
に
は
よ
り
適
切
な
方
法
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
を
担
保
し
（
五
条
）、
そ
の
防
御
同
盟
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
均
衡
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
（
一
六
条
）、

な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
、
小
ピ
ッ
ト
の
構
想
を
離
れ
、
形
式
的
に
は
伝
統
的
な
大
陸
に
対

す
る
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
と
独
立
を
放
棄
し
、
大
陸
同
盟
国
と
の
共
同
決
定
に
際
し
て
は
そ
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
を
確
約
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
カ
ー
ス
ル
レ
ー
の
考
え
で
は
、
実
質
的
に
は
海
上
権
力
の
優
位
は
維
持
さ
れ
、
独
立
を
脅
か
さ
な
い
も
の
と
解
し
て
い
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た
。

（
３
）　

第
一
次
パ
リ
条
約
（
一
八
一
四
年
五
月
三
〇
日
）

　

さ
ら
に
一
八
一
四
年
四
月
一
一
日
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
帝
位
を
喪
失
し
、
エ
ル
バ
島
に
流
さ
れ
、
五
月
三
〇
日
に
ル
イ
一
八
世
と

の
間
に
第
一
次
パ
リ
条
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
早
期
の
大
国
復
帰
、
占
領
軍
の
早
期
撤
収
な
ど
、
き
わ
め
て
フ
ラ
ン

ス
に
寛
大
な
内
容
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ル
バ
島
へ
の
追
放
と
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
占
領
軍
の
撤
収
に
対
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ

ヒ
は
「
二
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
戦
場
に
引
き
戻
さ
れ
る
」
と
い
う
危
険
性
を
察
知
し
て
い
た
こ
と
を
そ
の
回
顧
録
で
述
懐
し
て
い

る
。

四
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
と
諸
条
約
（
一
八
一
四
年
一
〇
月
〜
一
八
一
五
年
一
一
月
）

（
１
）　

ウ
ィ
ー
ン
会
議
開
催
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ザ
ク
セ
ン
問
題

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
一
八
一
四
年
一
〇
月
八
日
に
ウ
ィ
ー
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
会
議
は
早
期
に
紛
糾
し
、

四
国
同
盟
解
体
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ザ
ク
セ
ン
要
求
、
ロ
シ
ア
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
要
求
に
よ
っ
て
、

会
議
は
大
き
く
紛
糾
し
、
そ
の
間
の
経
緯
は
「
会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど
進
ま
ず
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
要
求
が
突
き
付
け
た
課
題
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
秩
序
構
想
の
根
幹
部
分
と
の
著
し
い
相
反
関
係
を
成
し

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
下
で
は
、
戦
勝
国
と
い
え
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
に
対
し
て
は
国
益

を
譲
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
秩
序
全
体
の
調
和
と
永
続
的
な
平
和
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
プ
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ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
過
大
な
領
土
要
求
を
受
け
入
れ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
新
秩
序
の
大
原
則
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
恐
れ
が

あ
っ
た
。

　

一
八
一
五
年
一
月
に
か
け
て
斡
旋
と
調
停
を
経
て
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ザ
ク
セ
ン
問
題
に
つ
い
て
妥
協
し
、
ま
た
ロ
シ
ア
も
ポ
ー
ラ
ン

ド
要
求
に
つ
い
て
一
部
妥
協
す
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
領
土
取
り
決
め
が
す
べ
て
の
大
国
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
な
も
の

と
な
っ
た
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
新
秩
序
構
想
は
そ
の
大
原
則
の
崩
壊
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の

安
定
性
の
基
礎
作
り
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
再
び
五
大
国
協
調
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
実
質
的
に
プ
ロ
イ
セ
ン

と
ロ
シ
ア
へ
の
二
度
目
の
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
内
面
化
」
の
機
会
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ

ア
は
自
国
の
国
益
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
の
優
位
を
確
立
し
、
そ
の
後
の
神
聖
同
盟
と
い
う
大
義
名
分
も
得
な
が
ら
、

一
九
世
紀
中
盤
ま
で
こ
れ
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）　

素
通
り
し
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
地
方
の
処
遇

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ
ア
に
対
す
る
措
置
と
は
正
反
対
に
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
が
執
拗
に
要
求
し
て
い
た

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
低
地
）
地
方
の
処
遇
は
さ
し
た
る
障
害
も
な
く
解
決
す
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
北
イ
タ
リ
ア
領
有
と
オ

ラ
ン
ダ
の
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
領
有
に
お
け
る
墺
英
協
調
が
早
期
に
成
立
し
た
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
敗
戦
国
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に

実
質
的
な
発
言
権
が
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ
ア
と
は
異
な
り
、
領
土
取
り
決
め

に
対
す
る
自
国
の
要
求
を
素
通
り
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
と
世
論
に
対
し
て
新
た
な
外
交
慣
行
の
周
知
の
機

会
や
「
教
導
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
内
面
化
」
の
機
会
を
も
失
わ
せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
き
わ
め
て
協
力
的
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
協
調
を
演
出
す
る
カ
ー
ス
ル
レ
ー
と
、
そ
の
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背
後
で
断
固
と
し
て
国
益
を
譲
ら
ず
、
と
り
わ
け
経
済
的
利
益
の
拡
大
に
ま
い
進
す
る
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
対
比
が
可
視
化
さ
れ
ず
、

両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
禍
根
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
地
方
を
他
の
大
国
の
傘
下
に
入
れ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
が
大
陸
に
対
し
て
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
握
り
続
け
る
こ
と
は
イ
ギ

リ
ス
の
国
益
と
大
陸
に
対
す
る
勢
力
均
衡
政
策
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
流
の
勢
力
均
衡
政
策
と
、

新
た
に
大
陸
に
成
立
し
た
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
勢
力
均
衡
と
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
勢
力
均
衡
に
お
い
て
は
、
戦
勝
国
・
大
国
と
い
え
ど
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

共
通
利
益
の
下
に
そ
の
国
益
（
領
土
要
求
）
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ど
の
大
国
も
秩
序
に
対
し
て
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
な
い
完
全
な
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
獲
得
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
は
ず
で
あ
っ
た
。

（
３
）　

ド
イ
ツ
問
題
と
中
小
国
の
処
遇

　

一
方
、
ド
イ
ツ
問
題
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
時
代
に
ド
イ
ツ
の
中
小
国
に
付
与
さ
れ
た
主
権
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
と
認
識
し
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
復
活
で
は
な
く
、

主
権
国
家
の
連
邦
と
し
て
構
成
さ
れ
る
ド
イ
ツ
連
邦
を
構
想
し
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
新
た
な
中
欧
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
秩
序
の
永
続
化
の
た
め
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
利
益
」
を
優
先
さ
せ
た
結
果
で

も
あ
り
、
同
時
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
し
て
も
、
北
ド
イ
ツ
で
の
覇
権
確
立
を
諦
め
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
け

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ザ
ク
セ
ン
問
題
の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
事
例
に
お
い
て
も
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
や
オ
ラ
ン
ダ
継
承
戦
争
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
動
乱
は
中
小
国
の
処
遇
を
巡
っ
て
勃
発
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
新
秩
序
に
中
小
国
の
利
益
を
い
か
に
柔

軟
に
織
り
込
む
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
永
続
性
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
の
処
遇
と
い
う
、
ウ
ィ
ー
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ン
会
議
の
精
神
を
大
き
く
逸
脱
す
る
例
外
事
例
を
除
け
ば
、
決
し
て
大
国
の
利
益
の
た
め
に
一
方
的
に
中
小
国
が
犠
牲
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
中
小
国
に
対
し
て
も
、
き
わ
め
て
微
を
う
が
っ
た
「
時
計
仕
掛
け
」
と
も
言
う
べ
き
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。

（
４
）　

ナ
ポ
レ
オ
ン
再
追
放
か
ら
神
聖
同
盟
・
第
二
次
パ
リ
条
約
・
四
国
同
盟
条
約
へ

　

そ
の
後
、
一
八
一
五
年
三
月
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
エ
ル
バ
島
を
脱
出
し
、
六
月
九
日
に
ウ
ィ
ー
ン
最
終
議
定
書
が
急
い
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
の
、
六
月
一
八
日
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
会
戦
の
結
果
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
再
追
放
が
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
月
二
六
日
に
は
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
主
導
で
キ
リ
ス
ト
教
的
な
保
守
主
義
を
背
景
と
す
る
神
聖
同

盟
条
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
当
初
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
も
忌
避
感
を
持
っ

て
見
守
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
概
念
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
を
指
す
も

の
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
を
通
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
概
念
の
世
俗
化
を
経
て
、
世
俗
概
念
と
し
て
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
成
立
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
自
身
も
宗
教
的
な
保
守
主
義
者
と
し
て
の
側
面
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
若
い
頃
か

ら
自
然
科
学
者
を
志
願
し
、
政
治
家
と
な
っ
て
も
そ
う
な
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
た
、
い
わ
ば
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
現
実
感
覚
を
備
え

た
「
理
性
的
啓
蒙
主
義
者
」
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
神
聖
同
盟
の
よ
う
な
宗
教
色
の
強
い
保
守
主
義
に
対
し
て
の
忌

避
感
を
示
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
混
乱
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
経

験
か
ら
、
革
命
と
そ
れ
に
伴
う
流
血
・
殺
戮
・
大
混
乱
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
い
て
お
り
、
そ
れ
が
急
進
的
自
由
主
義
に
対
す
る
敵

意
と
し
て
表
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
二
〇
日
に
は
七
億
フ
ラ
ン
の
賠
償
金
と
一
七
九
〇
年
の
国
境
線
、
そ
し
て
一
五
万
人
の
占
領
軍
駐
留
を
柱
と
す
る

第
二
次
パ
リ
条
約
が
締
結
さ
れ
、
よ
り
厳
格
な
対
仏
戦
後
処
理
が
実
施
さ
れ
た
。

41
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さ
ら
に
同
日
の
四
国
同
盟
条
約
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
六
条
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
共
通
の
利
益
を
協
議
す
る
目
的
で
」

定
期
的
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
、
英
語
圏
に
言
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
会
議
シ
ス
テ
ム
」
が
成
立
し
た
。
こ
の

条
約
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
を
条
約
で
拘
束
す
る
と
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
同
盟
の
性
質
も
戦
時

同
盟
か
ら
将
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
参
加
を
織
り
込
ん
だ
平
和
同
盟
へ
と
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
述
の
シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
と
異
な

り
、
四
国
同
盟
条
約
で
は
、
カ
ー
ス
ル
レ
ー
が
真
の
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
独
り
立
ち
を
し
て
協
議
を
主
導
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

の
構
想
を
修
正
し
て
大
陸
同
盟
秩
序
に
イ
ギ
リ
ス
を
組
み
込
む
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
放
棄
に
対
す

る
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
世
論
の
反
感
は
早
く
も
そ
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。

五
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
た
な
勢
力
均
衡
と
集
団
安
全
保
障

（
１
）　

ウ
ィ
ー
ン
最
終
議
定
書
に
よ
る
領
土
画
定
の
要
点

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
た
な
勢
力
均
衡
秩
序
で
は
、
領
土
画
定
作
業
に
よ
り
、
大
国
の
パ
ワ
ー
の
均
等
化
が
実
施
さ
れ
る
と
同
時
に
フ

ラ
ン
ス
東
部
国
境
の
強
化
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
東
へ
の
膨
張
を
押
し
と
ど
め
る
た
め
の
パ
ワ
ー
配
分
が
行
わ
れ
た
。
内
容
と
し
て

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
西
進
、
ラ
イ
ン
地
方
の
獲
得
（
四
三
条
）、
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
優
位
（
九
四
、
九
六
、

一
〇
〇
〜
一
〇
二
条
）、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
（
オ
ラ
ン
ダ
＋
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
）
の
形
成
（
六
五
〜
六
八
条
）
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス

東
部
国
境
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
の
ロ
シ
ア
編
入
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
立
憲
王
国
と
ロ
シ
ア
の
同
君
連
合
（
一
条
）

が
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
勢
力
均
衡
を
踏
み
越
え
た
ロ
シ
ア
の
国
家
エ
ゴ
の
発
露
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
連
の
領
土
画
定
作
業
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
秩
序
は
構
造
的
保
障
を
獲
得
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
安
定
的
な
平

45
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和
へ
の
確
信
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）　

会
議
シ
ス
テ
ム
（
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
の
成
立

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、
ウ
ィ
ー
ン
最
終
議
定
書
の
領
土
画
定
作
業
の
基
礎
の
上
に
集
団
安
全
保
障
体
制
が
敷
か
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
主
と
し
て
四
国
同
盟
条
約
で
取
り
決
め
ら
れ
た
集
団
安
全
保
障
は
、
定
期
的
な
会
議
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
利
益
」
を
つ
ね

に
確
認
し
、
そ
れ
に
伴
う
共
通
の
脅
威
に
対
し
て
、
五
大
国
（
四
大
国
）
が
一
致
し
て
合
意
す
れ
ば
、
加
盟
国
を
拘
束
し
て
共
同
対

処
（
共
同
介
入
）
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
の
ち
の
国
際
連
盟
・
国
際
連
合
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
原
型
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
四
国
同
盟
の
大
使
級
常
設
機
関
「
同
盟
評
議
会
（A

llied C
ouncil

）」
が
設
置
さ
れ
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
積
極
参

加
を
得
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
戦
後
処
理
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
四
国
同
盟
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
戦
時
的
・
党
派
的
国
際
安
全
保
障
か
ら
平
和
的
・
普
遍
的
集
団
安
全
保
障
へ
の

転
換
が
行
わ
れ
、
敗
戦
国
フ
ラ
ン
ス
の
将
来
の
参
加
を
織
り
込
む
こ
と
で
普
遍
性
を
担
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
け
る
普

遍
性
と
は
国
際
政
治
に
お
け
る
す
べ
て
の
大
国
を
含
む
と
い
う
意
味
で
の
普
遍
性
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
理
的
限
定
性
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
グ
レ
ス
と
い
う
会
議
形
態
に
よ
っ
て
国
際
政
治
上
の
す
べ
て
の
大
国
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

普
遍
的
な
集
団
安
全
保
障
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
際
連
盟
が
当
初
ド
イ
ツ
・
ソ
連
・
ア
メ
リ
カ
を
理
事
国
に
含
ま
ず
、

国
際
連
合
が
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
に
西
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
）・
日
本
を
含
ま
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
普
遍
性

に
疑
義
が
あ
る
こ
と
や
、
集
団
安
全
保
障
体
制
と
し
て
実
質
的
に
機
能
し
て
い
な
い
点
も
併
せ
て
鑑
み
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
お

け
る
集
団
安
全
保
障
体
制
は
歴
史
上
唯
一
実
質
的
に
機
能
し
て
い
た
集
団
安
全
保
障
体
制
と
さ
え
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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（
３
）　

諸
条
約
の
位
置
づ
け
と
重
層
的
国
際
秩
序
構
造

　

ウ
ィ
ー
ン
体
制
を
構
成
す
る
一
八
一
四
／
一
五
年
の
諸
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
デ
ー
リ
ン
グ
＝
マ
ン
ト

イ
フ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
最
終
議
定
書
と
い
う
核
を
守
る
形
で
、
シ
ョ
ー
モ
ン
条
約
・
神
聖

同
盟
条
約
・
四
国
同
盟
条
約
の
諸
条
約
が
配
列
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
終
結
に
関
し
て
は
、
第
一
次
パ
リ
条
約
・
第
二
次
パ
リ

条
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
ウ
ィ
ー
ン
最
終
議
定
書
で
規
定
さ
れ
た
領
土
画
定
は
、
つ
ね
に
大
国
間
の
合
意
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ
、
調
整
さ
れ
、
変

化
す
る
国
際
情
勢
に
応
じ
て
そ
の
都
度
、
国
際
秩
序
の
結
合
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
の
が
、
国
際

協
調
（
大
国
間
協
調
）
で
あ
り
、
集
団
安
全
保
障
に
よ
る
共
同
決
定
と
共
同
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
最

も
重
要
な
役
割
と
は
、
随
時
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
外
交
責
任
者
同
士
の
緊
密
な
討
議
の
場
と
し
て
新
た
な
外
交
実
践
と
規
範

を
成
立
さ
せ
、
会
議
に
お
け
る
外
交
的
調
停
が
共
通
実
践
に
な
る
こ
と
で
予
防
外
交
を
実
現
し
、
五
大
国
自
身
を
相
互
に
抑
制
し
つ

つ
暴
力
的
な
紛
争
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
封
じ
込
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
全
面
戦
争
を
予
防
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
上
で
、
異
な
る
国
家
・
利
害
・
党
派
間
で
の
討
議
を
進
め
る
た
め
の
よ
り
合
理
的
な
共
通
基
盤
と
し
て
国
際
法
が
重
視
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
会
議
前
後
の
時
期
に
諸
国
家
体
系
の
成
熟
に
関
す
る
古
典
的
研
究
を
著
し
、
国
際
関
係
論
に
関
す
る
ド
イ
ツ
歴
史
学
派

の
祖
と
な
り
、
英
国
学
派
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ヘ
ー
レ
ン
の
業
績
を
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
集
団
安
全
保
障
成
立
の
背
景
を
考

察
す
る
な
ら
ば
、
約
二
百
年
間
に
わ
た
る
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
の
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
社
会
（
諸

国
家
体
系
）
の
成
熟
は
、
一
七
世
紀
以
降
、
大
戦
争
か
ら
政
略
的
勢
力
均
衡
（
二
極
均
衡
）
へ
、
政
略
的
勢
力
均
衡
か
ら
大
国
間
の

合
意
形
成
を
伴
う
勢
力
均
衡
（
多
極
均
衡
）
の
社
会
化
へ
、
勢
力
均
衡
の
社
会
化
か
ら
集
団
安
全
保
障
へ
、
と
い
う
形
で
約
二
百
年
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間
を
か
け
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
へ
の
成
熟
過
程
に
関
し
て
は
、
従
来
、
日
本
に
お
け
る
紹
介
が
な
く
、

特
に
説
明
を
要
し
よ
う
。
一
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
ハ
プ
ル
ブ
ル
ク
帝
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
二
極
均
衡
の
中
で
、
ハ
プ
ル
ブ
ル
ク
帝

国
は
普
遍
的
君
主
制
の
確
立
を
大
義
名
分
と
し
て
覇
権
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
フ
ラ
ン
ス
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
と
共
同
し
、
多
極
化
へ
の
流
れ
を
利
用
し
つ
つ
、
三
〇
年
戦
争
を
優
位
に
進
め
、
最
終
的
に
フ
ラ
ン
ス
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
三
〇
年
戦
争
の
実
質
的
な
勝
者
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
優
位
を
獲
得
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
ル

イ
一
四
世
の
親
政
開
始
と
同
時
に
覇
権
を
目
指
し
た
た
め
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ウ
ィ
レ
ム
三
世
は
対
抗
的
な
同
盟
形
成

に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
野
望
を
幾
度
も
挫
き
、
最
終
的
に
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
終
結
に
際
し
て
の
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
（
一
六

九
七
年
）
に
よ
り
、
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
へ
と
い
う
一
七
世
紀
の
「
諸
国
家
体
系
の
成
熟
」
の
過
程
は
一
応
の
決
着
を
見
て
い

る
。
そ
の
後
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
国
力
の
伸
長
、
一
六
九
九
年
の
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
条
約
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
獲

得
を
経
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
再
浮
上
、
一
七
二
一
年
の
ニ
ス
タ
ッ
ト
条
約
で
確
定
し
た
ロ
シ
ア
の
大
国
化
な
ど
、
五
大
国
秩
序
形
成

に
向
け
た
動
き
が
一
気
に
進
展
す
る
が
、
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
へ
の
成
熟
過
程
の
主
要
部
分
は
一
七
世
紀
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
国
際
法
思
想
の
発
展
や
五
大
国
秩
序
・
大
国
間
協
調
の
形
成
な
ど
の
成
熟
過
程
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
前
提
を
も
と
に
国
際
社
会
の
成
熟
の
過
程
を
よ
り
構
造
的
に
捉
え
て
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
国
際
秩
序
と
し
て
再
構
成
す

る
と
次
の
よ
う
な
重
層
的
あ
る
い
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
な
国
際
秩
序
構
造
と
し
て
説
明
さ
れ
よ
う
【
図
１
】。
す
な
わ
ち
、
最
下
層

（
第
五
層
）
と
し
て
、
そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
革
命
や
ギ
リ
シ
ャ
危
機
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
戦
争
の
危
機
な
ど
で
現
れ
る
こ
と
に

な
る
価
値
観
・
利
害
の
対
立
を
伴
う
国
際
紛
争
の
層
が
あ
り
、
そ
の
上
に
第
四
層
と
し
て
第
五
層
の
破
断
が
国
際
秩
序
の
崩
壊
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
国
境
の
強
化
な
ど
、
力
で
こ
れ
を
抑
え
込
む
二
極
均
衡
の
勢
力
均
衡
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
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の
第
三
層
に
諸
国
の
利
害
を
綿
密
に
織
り
込
み
、
大
国
間
の
パ
ワ
ー
配
分
の
均
等
化
に
も
配
慮
し
た
時
計
仕
掛
け
の
勢
力
均
衡
、
す

な
わ
ち
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
へ
と
発
展
し
た
勢
力
均
衡
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
第
二
層
と
し
て
一
八
世
紀
以
降
に
成
立
し

た
大
国
間
の
合
意
（convenance

）
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
国
際
協
調
（
大
国
間
協
調
）
の
層
が
あ
り
、
最
上
位
に
第
一
層
と
し
て

四
国
同
盟
条
約
で
成
立
し
た
集
団
安
全
保
障
の
層
が
置
か
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
重
層
的
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
な
国
際
秩
序
構
造

で
あ
る
。
今
後
の
綿
密
な
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
集
団
安
全
保
障
は
こ
う
し
た
約
二
百
年
間
を
か
け
て
進
め

ら
れ
て
き
た
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
の
重
層
性
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

集団
安全保障

国際協調
（ヨーロッパ協調）

多極均衡システム
（五大国秩序）

二極均衡システム
（同盟システム）

戦争状態

【図１】「諸国家体系の成熟」の構造
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六 

、
集
団
安
全
保
障
の
崩
壊
へ
（
一
八
一
五
年
〜
一
八
二
二
年
）

（
１
）　

イ
ギ
リ
ス
内
閣
の
紛
糾

　

一
八
一
四
／
一
五
年
の
諸
条
約
で
画
定
さ
れ
た
国
際
秩
序
と
勢
力
均
衡
は
つ
ね
に
す
べ
て
の
大
国
の
合
意
の
下
に
再
調
整
さ
れ
、

結
合
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
の
緊
密
な
協
調
の
下
に
イ
ギ
リ
ス
を
集
団
安
全
保
障

体
制
に
組
み
込
ん
だ
カ
ー
ス
ル
レ
ー
は
、
同
時
に
国
際
的
な
重
要
テ
ー
マ
に
関
し
て
五
大
国
（
四
大
国
）
で
合
意
さ
れ
て
共
同
措
置

が
な
さ
れ
る
際
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
大
国
間
合
意
の
拘
束
の
下
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
陸
に
対
す
る
独
立
を

基
調
と
す
る
伝
統
的
イ
ギ
リ
ス
外
交
と
厳
し
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ー
ス
ル
レ
ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
本
国
で
は
理
解
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
大
半
の
政
治
家
と
そ
の
背
後
の
世
論
に
と
っ
て
四
国
同
盟
は
集
団
安
全
保
障
で
は
な
く
、
防
衛
同
盟

で
あ
り
、
四
国
同
盟
条
約
へ
の
合
意
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
抑
止
の
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
対
立
は
一
八
一
八
年
一
〇
月
一
日
に
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ヘ
ン
会
議
の
頃
に
は
明
確
に
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
こ
の
会
議
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
反
対
の
主
唱
者
と
し
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ニ
ン
グ
が
浮
上
し
て
く
る
。
カ
ニ
ン
グ
は

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
し
て
際
立
っ
た
セ
ン
ス
を
持
っ
て
お
り
、
世
論
の
変
化
を
明
確
に
感
じ
取
り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
。
さ
ら
に

イ
ギ
リ
ス
に
は
カ
ニ
ン
グ
を
押
し
上
げ
る
も
う
一
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
に
入
り
、
劇
的
に
力
を
増
し
て
き
た
商
工
業

者
・
銀
行
業
者
な
ど
の
商
工
業
・
金
融
利
権
が
、
従
来
の
貴
族
・
地
主
か
ら
成
る
土
地
利
権
を
圧
倒
し
、
こ
の
「
興
隆
す
る
中
産
階

級
（rising m

iddle class

）」
の
経
済
的
利
益
を
前
面
に
押
し
出
す
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
（
排
外
的
愛
国
主
義
）
的
外
交
政
策
を
強

く
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
お
け
る
自
由
主
義
派
の
伸
長
と
そ
の
経
済
的
利
益
を
前
面
に
打
ち
出
す
外
交
政
策
は
、
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大
陸
の
三
大
国
と
カ
ー
ス
ル
レ
ー
が
推
し
進
め
る
国
際
協
調
と
緊
密
な
集
団
安
全
保
障
体
制
と
著
し
い
対
照
を
成
し
て
い
た
。

（
２
）　

介
入
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
集
団
安
全
保
障
の
崩
壊
へ

　

こ
こ
に
国
際
政
治
を
分
断
す
る
大
問
題
が
浮
上
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
体
制
は
暴
力
革
命
の
脅
威
を
認
識
し
、
そ
れ
が
や
が
て
国
内

的
・
国
際
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
を
破
壊
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
に
正
統
主
義
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
自
由

主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
国
際
的
介
入
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
介
入
の
標
的
に
な
っ
た
の
は
、
自
由
主
義
の
中

で
暴
力
革
命
を
志
向
す
る
急
進
派
の
過
激
思
想
で
あ
り
、
自
由
主
義
の
中
の
ど
の
勢
力
を
ど
の
程
度
の
脅
威
と
捉
え
る
か
に
つ
い
て

は
、
各
国
・
各
政
治
家
と
も
に
態
様
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
は
大
学
教
授
を
中
心
と
す
る
教
養

市
民
層
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
部
は
穏
健
派
・
中
間
派
・
急
進
派
の
三
つ
の
勢
力
に
分
か
れ
、
や
は
り
こ
の
中
で
介
入
政
策

の
標
的
と
な
っ
た
の
は
、
学
生
団
体
を
主
体
と
し
、
暴
力
革
命
を
志
向
す
る
過
激
思
想
で
あ
り
、
自
由
主
義
に
対
す
る
抑
圧
と
し
て

悪
名
高
い
一
八
一
九
年
秋
の
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
決
議
も
、
そ
も
そ
も
は
急
進
派
に
対
す
る
抑
止
が
目
的
で
あ
っ
た
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

は
基
本
的
に
穏
健
派
・
中
間
派
を
問
題
視
し
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
、
言
語
学
者
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
設
者
で
も
あ
っ
た

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（W

ilhelm
 von H

unboldt
）
は
、
穏
健
派
の
自
由
主
義
者
と
し
て
も
名
高
く
、
政
治
家
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
平
和
秩
序
の
確
定
に
参
画
し
た
際
に
は
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
協
同
関
係
に
あ
っ
た
。

　

一
八
一
八
年
の
ア
ー
ヘ
ン
会
議
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
戦
後
処
理
の
終
了
が
決
定
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
を
大
国
政
治
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
正
式
に
迎
え
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
ロ
シ
ア
皇
帝
が
同
盟
目
的
を
領
土
だ
け
で
な
く
王
制
維
持
に
拡
大

す
る
意
向
を
示
し
、
自
由
主
義
に
対
す
る
包
括
的
介
入
を
意
図
し
、
介
入
政
策
に
対
す
る
同
意
を
一
切
拒
否
す
る
イ
ギ
リ
ス
本
国
の

内
閣
と
厳
し
く
対
立
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
あ
く
ま
で
大
国
間
の
合
意
に
基
づ
く
急
進
派
対
策
と
し
て
の
介
入
を
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意
図
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
英
露
対
立
が
開
始
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
東
西
対
立
が
国
際
政
治
に
浮
上
し
て
く

る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
八
一
九
年
秋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
の
虐
殺
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
改
革
へ
の
流
れ
が
生
じ
、
一
八

二
〇
年
五
月
に
ス
ペ
イ
ン
革
命
の
結
果
を
受
け
て
、
英
内
閣
は
「
ス
テ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
」
を
可
決
し
て
、
事
実
上
の
大
陸
同
盟
か

ら
の
離
反
を
決
定
し
た
。「
ス
テ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
」
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
外
交
政
策
へ
の
帰
還
と
大
国
間
関
係
に
お
け
る
イ

ギ
リ
ス
の
独
立
の
試
み
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
一
八
二
二
年
の
カ
ー
ス
ル
レ
ー
の
死
と
内
閣
改
造
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
は

大
陸
の
緊
密
な
集
団
安
全
保
障
体
制
か
ら
離
脱
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
降
、
カ
ニ
ン
グ
外
相
の
下
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
通
利
益
」
に
対
す
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
（
商
工
業
・
金
融
利
権
）」
の
優

位
が
確
立
さ
れ
、
会
議
シ
ス
テ
ム
の
集
団
安
全
保
障
は
崩
壊
す
る
。
新
た
な
会
議
外
交
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
に
沿
う
と
き
に
は

協
調
が
成
立
す
る
が
、
沿
わ
な
い
と
き
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
不
関
与
を
貫
き
、
そ
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
が
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
、

い
わ
ば
「
イ
ギ
リ
ス
例
外
主
義
」
を
織
り
込
ん
だ
秩
序
へ
と
変
容
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
集
団
安
全
保
障
体
制
の
緊
密
性
も
、
大

国
の
合
意
に
よ
る
秩
序
の
再
調
整
機
能
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
崩
壊
に
関
し
、
英
語
圏
に
お
い
て
は
会
議
シ
ス
テ
ム
か
ら
会
議
外
交
へ
の
変
容
と
い
う
会
議
形
態
の

変
更
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
が
国
際
体
制
の
崩
壊
と
い
う
現
象
と
の
結
び
つ
き
を
弱
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
語
圏

に
お
い
て
は
堅
固
な
国
際
秩
序
構
造
の
崩
壊
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
は
、
一
八
一
五
年
か

ら
一
八
二
二
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
「
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
（W

iener System

）」
と
は
、
全
大
陸
で
の
戦
争
と
革
命
を
防

止
す
る
た
め
の
、
定
期
的
会
議
、
大
国
間
の
連
帯
、
時
代
に
適
合
し
た
指
導
原
理
を
特
徴
と
す
る
集
団
安
全
保
障
体
制
で
あ
り
、
そ

れ
は
保
守
主
義
的
国
際
秩
序
観
と
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
観
の
両
立
を
基
調
と
す
る
「
ウ
ィ
ー
ン
秩
序
（W

iener O
rdnung

）」
と
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併
存
し
て
い
た
も
の
と
捉
え
る
。
さ
ら
に
、
一
八
二
二
年
の
国
際
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
た

の
に
対
し
、
ウ
ィ
ー
ン
秩
序
は
残
存
し
、
二
つ
の
国
際
秩
序
観
が
対
立
す
る
「
東
西
対
立
」
の
国
際
秩
序
が
出
現
し
た
と
捉
え
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
は
、
厳
密
に
は
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
堅
固
な
制
度
が
崩
壊
し
た
後
の
ウ
ィ
ー
ン
秩
序

の
柔
軟
形
態
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
抑
制
均
衡
型
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
政
治
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
一

五
年
か
ら
一
八
二
二
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
集
団
安
全
保
障
体
制
よ
り
も
一
段
階
劣
化
し
た
国
際
政
治
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
東
西
対
立
」
を
超
克
す
る
集
団
安
全
保
障
と
し
て
成
立
し
た
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
崩
壊
さ
せ
た
イ
ギ
リ

ス
が
主
導
す
る
党
派
政
治
の
中
で
、
次
第
に
国
際
秩
序
が
劣
化
し
、
約
百
年
を
か
け
て
第
一
次
世
界
大
戦
へ
と
向
か
う
最
初
の
一
歩

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に
│
そ
の
後
の
国
際
政
治
史
の
展
開
と
そ
の
総
括

　

ウ
ィ
ー
ン
体
制
初
期
の
一
八
一
五
年
か
ら
一
八
二
二
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
集
団
安
全
保
障
体
制
は
、
東
西
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対

立
と
そ
こ
か
ら
生
じ
た
イ
ギ
リ
ス
の
離
反
・
離
脱
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
集
団
安
全
保
障
が
取
り
去
ら
れ
て
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
と
呼
ば
れ
る
国
際
協
調
（
大
国
間
協
調
）
と
一
八
一
四
／
一
五
年
の
諸
条
約
に
守
ら
れ
た
多
極
的
な
勢
力
均
衡
は
、

一
九
世
紀
中
盤
ま
で
残
り
続
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
百
年
の
平
和
を
構
成
す
る
主
要
部
分
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
説
明
し
た
と

こ
ろ
の
第
一
層
（
集
団
安
全
保
障
）
の
国
際
秩
序
構
造
が
取
り
払
わ
れ
て
も
、
第
二
層
（
国
際
協
調
）
と
第
三
層
（
多
極
的
勢
力
均

衡
）
の
国
際
秩
序
構
造
は
残
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
一
四
／
一
五
年
の
諸

条
約
を
保
護
す
る
と
い
う
姿
勢
は
明
確
で
あ
り
、
大
陸
か
ら
の
独
立
の
伝
統
と
の
間
で
ジ
レ
ン
マ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
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今
後
の
綿
密
な
検
討
は
必
要
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
、
や
や
大
づ
か
み
に
一
九
世
紀
中
盤
か
ら
二
一
世
紀
ま

で
の
国
際
秩
序
構
造
を
概
観
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
変
容
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
一
九
世
紀
中
盤
に
は
ク
リ

ミ
ア
戦
争
を
経
て
国
際
協
調
（
第
二
層
）
が
弱
体
化
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
の
よ
う
な
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
の
同

盟
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
国
際
秩
序
形
成
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
対
独
復
讐
心
と
い
う
仮
想
敵
の
復
讐
心
を

燃
え
上
が
ら
せ
、
露
仏
同
盟
と
い
う
対
抗
的
な
大
国
間
同
盟
の
形
成
を
経
て
、
三
国
協
商
ｖ
ｓ
三
国
同
盟
と
い
う
き
わ
め
て
敵
対
的

な
陣
営
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
招
き
寄
せ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
国
際
秩
序
の
中
心
構
造
は
多
極
均
衡
（
第
三
層
）
か
ら
二
極
均
衡

（
第
四
層
）
へ
と
劣
化
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
七
世
紀
の
「
諸
国
家
体
系
の
成
熟
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
逆
コ
ー
ス
を
辿
り
続
け
、
国
際

紛
争
の
層
（
第
五
層
）
へ
と
帰
着
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
と
向
か
う
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
百
年
の
平
和
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
多
極
均
衡
か
ら
二
極
均
衡
へ
の
変
化
が
な
ぜ
「
劣
化
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
簡
略
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
を
経
て
一
九
世
紀
初
頭
に
ま
た
が
る
約
二
百
年

に
及
ぶ
「
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
は
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
二
極
均
衡
か
ら
多
極
均
衡
へ
の
成
熟
過
程
の
上
に
、
一

八
世
紀
に
お
け
る
国
際
法
思
想
の
発
展
や
五
大
国
秩
序
・
大
国
間
協
調
の
形
成
な
ど
の
成
熟
過
程
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
、
一
八
世
紀
の
成
熟
過
程
は
多
極
均
衡
を
社
会
化
し
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
も
の
と
し
て
国
際
秩
序
の
基
本
構
造
を
構
成
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
三
国
同
盟
ｖ
ｓ
三
国
協
商
や
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
連
合
国
ｖ
ｓ
枢
軸
国
と

い
う
事
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
二
極
均
衡
は
一
七
世
紀
に
お
い
て
三
〇
年
戦
争
や
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
度

重
な
る
極
度
の
戦
乱
を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
七
世
紀
前
半
の
ハ
プ
ル
ブ
ル
ク
帝
国
、
一
七
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス

の
覇
権
確
立
（
一
極
優
位
）
を
目
指
す
動
き
と
合
わ
せ
、
未
成
熟
の
国
際
秩
序
の
典
型
例
と
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
は
捉
え
て
い
る
。
こ
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の
意
味
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
二
極
安
定
論
は
、
冷
戦
期
に
お
い
て
圧
倒
的
な
核
の
恐
怖
に
よ
る
「
見
せ
か
け
の
平
和
」
の
維
持
、

言
い
換
え
れ
ば
「
恐
怖
の
勢
力
均
衡
（das G

leichgew
icht des Schreckens

）」
に
よ
り
辛
う
じ
て
戦
争
を
抑
止
し
て
き
た
劣
化

し
た
国
際
秩
序
を
牽
強
付
会
に
正
当
化
す
る
た
め
の
政
略
論
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
多
極
均
衡
の
上
に
社
会
化
し
、
成

熟
し
て
き
た
国
際
政
治
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
正
し
く
読
み
込
め
ば
、
覇
権
安
定
論
も
二
極
安
定
論
も
「
反
社
会
的
」
と
も
い
う
べ

き
成
熟
へ
の
逆
コ
ー
ス
を
示
す
議
論
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
八
二
二
年
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
国
際
秩
序
の
劣
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
七
世
紀

と
一
八
世
紀
に
お
け
る
「
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
の
プ
ロ
セ
ス
の
逆
コ
ー
ス
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
前
半
は
第
一
次
世

界
大
戦
と
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
、
一
七
世
紀
前
半
と
同
様
の
「
三
〇
年
戦
争
」
へ
と
帰
着
し
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
後
半
の
よ
う
な
同
盟
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
国
際
秩
序
形
成
は
、
秩
序
全
体
に
対

し
、
あ
る
種
の
「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
生
み
出
し
、「
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
後
退
さ
せ
て

し
ま
う
と
い
う
構
造
的
問
題
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
二
〇
世
紀
前
半
か
ら
現
在
に
至
る
集
団
安
全
保
障
体
制
が
実

効
性
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
集
団
安
全
保
障
成
立
の
前
提
条
件
、
す
な
わ
ち
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
社
会
化
さ
れ
た
多
極
的
勢
力
均

衡
（
第
三
層
）
と
す
べ
て
の
大
国
の
合
意
に
基
づ
く
国
際
協
調
（
第
二
層
）
と
い
う
「
国
際
社
会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
の
プ

ロ
セ
ス
が
欠
落
し
続
け
て
い
る
と
い
う
構
造
的
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
一
段
進
ん
だ
総
括
を
国
際
政
治
史
に
対
し
て
行
う
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
措
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
主
導
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
そ
し

て
冷
戦
終
結
後
の
国
際
秩
序
作
り
は
、
ア
メ
リ
カ
が
徹
頭
徹
尾
、
東
西
対
立
の
西
側
の
代
表
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
東
西

対
立
を
超
克
す
る
調
停
者
・
仲
裁
者
と
し
て
大
国
政
治
全
体
を
取
り
仕
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
加
え
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
集
団
安

66
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全
保
障
概
念
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
へ
の
一
面
的
・
皮
相
的
批
判
に
基
づ
く
誤
っ
た
国
際
政
治
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
読

み
込
み
に
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
に
お
け
る
国
際
秩
序
構
築
に
比
し
て
第
二
層
（
国
際
協
調
）
と
第
三
層
（
多
極
的
勢
力
均
衡
）

の
再
強
化
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
二
〇
世
紀
以
降
の
ア
メ
リ
カ
主
導
の
国
際
秩
序
形
成
は
「
国
際
社

会
（
諸
国
家
体
系
）
の
成
熟
」
へ
と
国
際
秩
序
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
ア
イ
ケ
ン
ベ
リ
ー
（G

. 

John Ikenberry
）
の
『
ア
フ
タ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
』
に
お
け
る
主
張
と
は
正
反
対
に
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
以
外
の
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
も
永
続
的
平
和
秩
序
の
構
築
に
失
敗
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
研
究
成
果
は
、
そ
の
取
り
扱
い
を
誤
れ
ば
、
復
古
主
義
や
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
な
排
外
主
義

に
結
び
つ
け
ら
れ
る
危
険
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
し
く
そ
の
成
果
を
評
価
し
、
失
敗
を
精
査
す
る
な
ら
ば
、
従
来

の
Ｅ
Ｕ
・
独
仏
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
多
国
間
主
義
・
調
停
外
交
を
通
じ
、
東
西
対
立
の
緊
張
緩
和
、
敵
対
関

係
の
和
解
へ
と
向
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
起
点
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
る
安
全
保
障
文
化
・
平
和
文

化
が
可
能
な
限
り
多
く
の
国
々
や
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
単
に
戦
争
を
終
結
さ
せ
一
時
的
な
停
戦
を
実
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、

二
一
世
紀
の
国
際
秩
序
を
成
熟
過
程
へ
と
推
し
進
め
、
国
際
政
治
の
暴
力
性
を
馴
致
化
し
、
可
能
な
限
り
核
兵
器
に
依
存
す
る
こ
と

な
く
平
和
と
安
定
を
維
持
で
き
る
国
際
秩
序
を
形
成
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ド
イ
ツ
語
圏
を
中
心
と
し
た
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
研

究
は
、
こ
う
し
た
一
定
の
方
向
性
を
持
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
最
後
に
付
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
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二
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頁
。

（
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ラ
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ダ
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〇
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検
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献
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roßm
ächte als Sicherheitsrat, 1815 -

1860 . M
ünchen, 2009. 

他
に
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
に
成
立
し
た
集
団
安
全
保
障
と
国
際
協
調
と
の
関
係
に
つ
い
て
素
描
的
に
論
じ
て
い
る

先
行
研
究
と
し
て
、W

olfram
 Pyta, K

onzert der M
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述
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す
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す
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史
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〇
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